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場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）」と
あ
る
の
は
「
受
け
た
と
き
」
と
、
同
法

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
」と
あ
る
の
は「
公

文
書
管
理
委
員
会
」
と
す
る
。

４

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
立
公
文
書

館
等
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ

る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を

除
く
。）

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
十
九
条
及
び
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
及
び
」
に
、「
前
条
の
」
を

「
前
条
第
一
項
の
」
に
、「
異
議
申
立
て
に
」
を
「
審
査
請
求
に
」
に
、「
第
十
九
条
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九

条
第
二
項
中
「
前
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
号
中
「
開
示
請
求

者
」
を
「
同
項
第
二
号
中
「
開
示
請
求
者
」
に
、「
同
条
第
三
号
中
「
開
示
決
定
等
」
を
「
同
項
第
三
号
中
「
法
人
文

書
の
開
示
」
に
、「
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
」
を
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
七

項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
に
つ
い
て
」
に
、「
法
人
文
書
を
開
示
す
る
」
と

あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
利
用
さ
せ
る
」
と
、「
法
人
文
書
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
」

を
「
開
示
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
請
求
」
と
、「
法
人
文
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
、「
開
示

す
る
旨
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
さ
せ
る
旨
」
と
、「
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
を
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
四
項
中
「
不

服
申
立
て
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
て
」
と
、「
、
不
服
申
立
人
」
と
あ
る
の
は
「
、
異
議
申
立
人
」
と
、「
不
服
申

立
人
等
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
人
等
」
と
、
同
法
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
中
「
不
服
申
立
人
等
」

と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
人
等
」
と
、
同
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
中
「
不
服
申
立
人
」
と
あ
る
の
は
「
異

議
申
立
人
」
と
」
を
削
り
、「
又
は
保
有
個
人
情
報
」」を
「
若
し
く
は
保
有
個
人
情
報
」」に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

削
除

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律

第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
中
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
の
」
を
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
」
に
、「
第
二
百
五
十
五

条
の
二
第
一
号
」
を
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
又
は
不
作
為
」
を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
等
）」に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
八
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」を「
審

査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
の
」
を
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
」
に
、「
第
二
百
五
十
五
条
の

二
第
一
号
」
を
「
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
又
は
不
作
為
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条

削
除

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
中「（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
処
分
を
除
く
。）」
及
び
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
る
。

第
八
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条

削
除

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四

十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」

と
あ
る
の
は
、「
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節（
第
二
十
九
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、第
四
十
条
、第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、「
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

公
正
取
引
委
員
会
関
係

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
条
の
十
二
中
「
公
正
取
引
委
員
会
が
し
た
」
を
「
公
正
取
引
委
員
会
の
」
に
、「
よ
つ
て
審
査
官
が
し
た
」

を
「
よ
る
審
査
官
の
」
に
、「
よ
つ
て
指
定
職
員
が
し
た
」
を
「
よ
る
指
定
職
員
の
」
に
改
め
、「
含
む
。）」の
下
に「
又

は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」を「
審

査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
中
「
基
づ
い
て
」
を
「
よ
る
」
に
、「
が
し
た
処
分
」
を
「
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
」
に
、「
行
政
不

服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
三
節

国
家
公
安
委
員
会
関
係

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
の
三
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。
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